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○ 
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
後
の
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
） 

（
※
線
部
は
改
正
後
に
追
加
） 

 

（
免
許
の
申
請
） 

第
六
条 

無
線
局
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

目
的 

二 

開
設
を
必
要
と
す
る
理
由 

三 

通
信
の
相
手
方
及
び
通
信
事
項 

四 

無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
移
動
す
る
無
線
局
の
う
ち
、
人
工
衛
星
局
に
つ
い
て
は
そ
の
人
工
衛
星
の
軌
道
又
は
位
置
、
人
工
衛
星
局
、
船
舶
の
無
線
局
、
船
舶
地
球
局

（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
船
舶
に
開
設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
無
線
通
信
を
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
航

空
機
の
無
線
局
（
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
つ
て
の
み
無
線
通
信
を
行
う
も
の
を
除
く
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
航
空
機
地
球
局
（
航
空
機
に
開
設
す
る
無
線
局

で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
つ
て
の
み
無
線
通
信
を
行
う
も
の
（
実
験
等
無
線
局
及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
も
の

に
つ
い
て
は
移
動
範
囲
。
第
十
八
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。） 

五 

電
波
の
型
式
並
び
に
希
望
す
る
周
波
数
の
範
囲
及
び
空
中
線
電
力 

六 

希
望
す
る
運
用
許
容
時
間
（
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。） 

七 

無
線
設
備
（
第
三
十
条
及
び
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設
備
を
含
む
。
次
項
第
二
号
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
二
条
、
第
十
七
条
、

第
十
八
条
、
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
、
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
第
七
号
、
第
七
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
並
び
に
第
百
二
条
の
十
八
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
工
事
設
計
及
び
工
事
落
成
の
予
定
期
日 

八 

運
用
開
始
の
予
定
期
日 

九 

他
の
無
線
局
の
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
免
許
人
又
は
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
登
録
人
（
以
下
「
免
許
人
等
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
混
信
そ
の
他
の
妨
害

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
契
約
の
内
容 

２ 

放
送
を
す
る
無
線
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
第
七
項
第
四
号
、
次
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
三
項
、
第
十
四
条
第

三
項
並
び
に
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を

添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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一 

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

二 

無
線
設
備
の
工
事
費
及
び
無
線
局
の
運
用
費
の
支
弁
方
法 

三 
事
業
計
画
及
び
事
業
収
支
見
積 

四 
放
送
事
項 

五 

放
送
区
域 

六 

他
の
無
線
局
の
免
許
人
等
と
の
間
で
混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
契
約
の
内
容 

３
～
８
（
略
） 

 

（
申
請
の
審
査
） 

第
七
条 

総
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

工
事
設
計
が
第
三
章
に
定
め
る
技
術
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

二 

周
波
数
の
割
当
て
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
省
令
で
定
め
る
無
線
局
（
放
送
を
す
る
無
線
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
の

開
設
の
根
本
的
基
準
に
合
致
す
る
こ
と
。 

２ 

総
務
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
申
請
が
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

工
事
設
計
が
第
三
章
に
定
め
る
技
術
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

二 

総
務
大
臣
が
定
め
る
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
（
放
送
を
す
る
無
線
局
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
周
波
数
及
び
そ
の
周
波
数
の
使
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
基
づ
き
、
周
波
数
の
割
当
て
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

三 

当
該
業
務
を
維
持
す
る
に
足
り
る
財
政
的
基
礎
が
あ
る
こ
と
。 

四 

総
務
省
令
で
定
め
る
放
送
に
よ
る
表
現
の
自
由
享
有
基
準
（
放
送
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
者
に
対
し
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
放
送
に
よ

る
表
現
の
自
由
が
で
き
る
だ
け
多
く
の
者
に
よ
つ
て
享
有
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
申
請
者
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
基
準
を
い
う
。
）
に
合
致
す
る
こ
と
。 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
省
令
で
定
め
る
放
送
を
す
る
無
線
局
の
開
設
の
根
本
的
基
準
に
合
致
す
る
こ
と
。 

３ 

放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
は
、
放
送
法
第
二
条
の
二
第
一
項
の
放
送
普
及
基
本
計
画
に
定
め
る
同
条
第
二
項
第
三
号
の
放
送
系
の
数
の
目
標
（
次
項
に
お
い
て
「
放
送
系

の
数
の
目
標
」
と
い
う
。
）
の
達
成
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
、
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
周
波
数
割
当
計
画
に
示
さ
れ
る
割
り
当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
周

波
数
の
う
ち
放
送
を
す
る
無
線
局
に
係
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
放
送
用
割
当
可
能
周
波
数
」
と
い
う
。
）
の
範
囲
内
で
、
混
信
の
防
止
そ
の
他
電
波
の
公
平
か
つ
能
率
的

な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
勘
案
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 
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４ 

総
務
大
臣
は
、
放
送
系
の
数
の
目
標
、
放
送
用
割
当
可
能
周
波
数
及
び
前
項
に
規
定
す
る
混
信
の
防
止
そ
の
他
電
波
の
公
平
か
つ
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
の
変
更
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 
総
務
大
臣
は
、
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

総
務
大
臣
は
、
申
請
の
審
査
に
際
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
請
者
に
出
頭
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
特
定
基
地
局
の
開
設
指
針
） 

第
二
十
七
条
の
十
二 
総
務
大
臣
は
、
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
し
な
い
無
線
局
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
に
、
同
一
の
者
に
よ
り

相
当
数
開
設
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
電
波
の
公
平
か
つ
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
そ
の
円
滑
な
開
設
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
（
以
下
「
特
定
基
地
局
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る
指
針
（
以
下
「
開
設
指
針
」
と
い
う
。）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
陸
上
に
開
設
す
る
移
動
す
る
無
線
局
（
一
又
は
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
の
全
部
を
含
む
区
域
を
そ
の
移
動
範
囲
と
す

る
も
の
に
限
る
。）
の
移
動
範
囲
に
お
け
る
当
該
電
気
通
信
業
務
の
た
め
の
無
線
通
信 

二 

移
動
受
信
用
地
上
放
送
に
係
る
放
送
対
象
地
域
（
放
送
法
第
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
放
送
対
象
地
域
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

に
お
け
る
当
該
移
動
受
信
用
地
上
放
送
の
受
信 

２ 

開
設
指
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

開
設
指
針
の
対
象
と
す
る
特
定
基
地
局
の
範
囲
に
関
す
る
事
項 

二 

周
波
数
割
当
計
画
に
示
さ
れ
る
割
り
当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
周
波
数
の
う
ち
当
該
特
定
基
地
局
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
周
波
数
及
び
そ
の
周
波
数
の
使
用
に

関
す
る
事
項 

三 

当
該
特
定
基
地
局
の
配
置
及
び
開
設
時
期
に
関
す
る
事
項 

四 

当
該
特
定
基
地
局
の
無
線
設
備
に
係
る
電
波
の
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
技
術
の
導
入
に
関
す
る
事
項 

五 

当
該
特
定
基
地
局
の
円
滑
な
開
設
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項 

３ 

総
務
大
臣
は
、
開
設
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
開
設
計
画
の
認
定
） 

第
二
十
七
条
の
十
三 

特
定
基
地
局
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
通
信
系
（
通
信
の
相
手
方
を
同
じ
く
す
る
同
一
の
者
に
よ
つ
て
開
設
さ
れ
る
特
定
基
地
局
の
総
体
を
い
う
。

次
項
第
五
号
及
び
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）
又
は
放
送
系
（
放
送
法
第
二
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
放
送
系
を
い
う
。
次
項
第
五
号
及
び
第
七
号
並
び
に

第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
開
設
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
て
、
そ
の

開
設
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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２ 

開
設
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
移
動
受
信
用
地
上
放
送
を
す
る
特
定
基
地
局
（
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の

特
定
基
地
局
に
係
る
開
設
計
画
に
あ
つ
て
は
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
特
定
基
地
局
の
目
的 

二 
特
定
基
地
局
の
開
設
を
必
要
と
す
る
理
由 

三 

特
定
基
地
局
の
通
信
の
相
手
方
で
あ
る
移
動
す
る
無
線
局
の
移
動
範
囲
又
は
特
定
基
地
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
移
動
受
信
用
地
上
放
送
に
係
る
放
送
対
象
地
域 

四 

希
望
す
る
周
波
数
の
範
囲 

五 

当
該
通
信
系
又
は
当
該
放
送
系
に
含
ま
れ
る
特
定
基
地
局
の
総
数
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
基
地
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
及
び
開
設
時
期 

六 

電
波
の
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
技
術
で
あ
つ
て
、
特
定
基
地
局
の
無
線
設
備
に
用
い
る
予
定
の
も
の 

七 

当
該
放
送
系
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
特
定
基
地
局
に
係
る
無
線
設
備
の
工
事
費
及
び
無
線
局
の
運
用
費
の
支
弁
方
法 

八 

事
業
計
画
及
び
事
業
収
支
見
積 

九 

放
送
事
項 

十 

そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項 

３ 

第
一
項
の
認
定
の
申
請
は
、
総
務
大
臣
が
公
示
す
る
一
月
を
下
ら
な
い
期
間
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

４ 

総
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
周
波
数
を
指
定
し
て
、

同
項
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

そ
の
開
設
計
画
が
開
設
指
針
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

そ
の
開
設
計
画
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。 

三 

開
設
計
画
に
係
る
通
信
系
又
は
放
送
系
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
特
定
基
地
局
に
つ
い
て
、
周
波
数
の
割
当
て
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

５ 

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
の
認
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
開
設
計
画
が
移
動
受
信
用
地
上
放
送
を
す
る
特
定
基
地
局
（
他
人
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の
放
送
番
組
を
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
放
送
を
す
る
も

の
に
限
る
。）
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
第
五
条
第
一
項
各
号
又
は
第
三
項
各
号 

二 

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
開
設
計
画
が
移
動
受
信
用
地
上
放
送
を
す
る
特
定
基
地
局
（
他
人
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の
放
送
番
組
を
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
放
送
を
す
る
も

の
を
除
く
。）
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
第
五
条
第
四
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
第
五
条
第
三
項
各
号 

６ 

第
一
項
の
認
定
の
有
効
期
間
は
、
当
該
認
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る 

７ 

総
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
し
た
日
及
び
認
定
の
有
効
期
間
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
周
波
数
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
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事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
（
開
設
計
画
の
変
更
等
） 

第
二
十
七
条
の
十
四 

前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
開
設
計
画
（
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号

２ 

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
と
き
は
、
周
波
数
を
指
定
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
き
は
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
総
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

総
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
開
設
計
画
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
計
画
」
と
い

う
。
）
に
係
る
特
定
基
地
局
を
開
設
す
る
者
（
以
下
「
認
定
開
設
者
」
と
い
う
。
）
が
周
波
数
の
指
定
の
変
更
を
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
、
混
信
の
除
去
そ
の
他
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

総
務
大
臣
は
、
認
定
開
設
者
が
認
定
の
有
効
期
間
の
延
長
を
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら

起
算
し
て
六
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

総
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
（
前
条
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
周
波
数

の
指
定
を
変
更
し
た
と
き
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
有
効
期
間
を
延
長
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
認
定
の
取
消
し
等
） 

第
二
十
七
条
の
十
五 

 

一 

総
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
認
定
開
設
者
が
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

移
動
受
信
用
地
上
放
送
を
す
る
特
定
基
地
局
（
他
人
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の
放
送
番
組
を
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
放
送
を
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
認
定
開
設
者 

 

二 

第

五
条
第
一
項
各
号 

移
動
受
信
用
地
上
放
送
を
す
る
特
定
基
地
局
（
他
人
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の
放
送
番
組
を
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
放
送
を
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
認
定
開
設
者 

２ 

総
務
大
臣
は
、
認
定
開
設
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

第

五
条
第
四
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号 
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一 

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
認
定
計
画
に
係
る
特
定
基
地
局
を
当
該
認
定
計
画
に
従
つ
て
開
設
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
。 

二 

不
正
な
手
段
に
よ
り
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
変
更
を
行
わ
せ
た
と
き
。 

三 
認
定
開
設
者
が
第
五
条
第
三
項
第
一
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。 

３ 

総
務
大
臣
は
、
前
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
開
設
者
で
あ
つ
た
者
が
受
け
て
い
る
他
の
開
設
計
画
の
第
二
十

七
条
の
十
三
第
一
項
の
認
定
又
は
無
線
局
の
免
許
等
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

総
務
大
臣
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
は
、
理
由
を
記
載
し
た
文
書
を
そ
の
認
定
開
設
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 (

手
数
料
の
徴
収) 

第
百
三
条 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
国(

指
定
講
習
機
関
が
行
う
講
習
を
受
け
る
者
に

あ
つ
て
は
当
該
指
定
講
習
機
関
、
指
定
試
験
機
関
が
そ
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
無
線
従
事
者
国
家
試
験
を
受
け
る
者
に
あ
つ
て
は
当
該
指
定
試
験
機
関
、
機
構
が
行

う
較
正
を
受
け
る
者
に
あ
つ
て
は
機
構)
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
申
請
す
る
者 

二 

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
る
者 

三 

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
る
者(

第
七
十
一
条
第
一
項
又
は
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
の
変
更
を
受
け
た
た
め
第
十
七
条
第
一
項

の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。) 

四 

第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者 

五 

第
二
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
申
請
す
る
者 

六 

第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
申
請
す
る
者 

七 

第
二
十
七
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
申
請
す
る
者 

八 

第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
申
請
す
る
者 

九 

第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
検
定
を
受
け
る
者 

十 

第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新
を
申
請
す
る
者 

十
一 

第
三
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
基
準
適
合
証
明
を
求
め
る
者 

十
二 

第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
設
計
認
証
を
求
め
る
者 

十
三 

第
三
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
を
受
け
る
者 

十
四 

第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
無
線
従
事
者
国
家
試
験
を
受
け
る
者 
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十
五 

第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
申
請
す
る
者 

十
六 

第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
を
申
請
す
る
者 

十
七 

第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
総
務
大
臣
が
行
う
訓
練
を
受
け
る
者 

十
八 
第
四
十
八
条
の
三
第
一
号
の
総
務
大
臣
が
行
う
訓
練
を
受
け
る
者 

十
九 

免
許
状
、
登
録
状
、
登
録
証
、
免
許
証
又
は
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
書
の
再
交
付
を
申
請
す
る
者 

二
十 

第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
る
者 

二
十
一 

第
百
二
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
較
正(

指
定
較
正
機
関
が
行
う
も
の
を
除
く
。)

を
受
け
る
者 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
講
習
機
関
、
指
定
試
験
機
関
又
は
機
構
に
納
め
ら
れ
た
手
数
料
は
、
当
該
指
定
講
習
機
関
、
当
該
指
定
試
験
機
関
又
は
機
構
の
収
入
と 

す
る
。 

 ○ 

電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
後
の
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
） 

（
※
線
部
は
改
正
後
に
追
加
） 

 

第
二
条 

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
次
の
定
義
に
従
う
も
の
と
す
る
。 

一
・
一
の
二 

（
略
） 

一
の
三 

「
受
託
国
内
放
送
」
と
は
、
他
人
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の
放
送
番
組
を
国
内
に
お
い
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
放
送
で
あ
つ
て
、

人
工
衛
星
の
無
線
局
又
は
移
動
受
信
用
地
上
放
送
を
す
る
無
線
局

二
～
二
の
二
の
五 

（
略
） 

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。 

二
の
二
の
六 

二
の
三 

「
中
波
放
送
」
と
は
、
五
百
二
十
六
・
五
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
か
ら
千
六
百
六
・
五
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
ま
で
の
周
波
数
を
使
用
し
て
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
送
る
放
送
を
い
う 

「
移
動
受
信
用
地
上
放
送
」
と
は
、
自
動
車
そ
の
他
の
陸
上
を
移
動
す
る
も
の
に
設
置
し
て
使
用
し
、
又
は
携
帯
し
て
使
用
す
る
た
め
の
受
信
設
備
に
よ
り

受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
放
送
で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
の
無
線
局
以
外
の
無
線
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。 

二
の
四 

「
超
短
波
放
送
」
と
は
、
三
十
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
を
使
用
し
て
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
送
る
放
送
（
文
字
、
図
形
そ
の
他
の
影
像
又
は
信
号
を
併
せ

送
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
他
の
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
行
う
放
送
で
な
い
も
の
を
い
う
。 

二
の
五 

「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
」
と
は
、
静
止
し
、
又
は
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像
及
び
こ
れ
に
伴
う
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
送
る
放
送
（
文
字
、
図
形
そ
の
他
の

影
像
（
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
伴
う
も
の
を
含
む
。
）
又
は
信
号
を
併
せ
送
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。 

二
の
六 

「
多
重
放
送
」
と
は
、
超
短
波
放
送
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
電
波
に
重
畳
し
て
、
音
声
そ
の
他
の
音
響
、
文
字
、
図
形
そ
の
他
の
影
像
又
は
信
号
を
送
る
放

送
で
あ
つ
て
、
超
短
波
放
送
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
該
当
し
な
い
も
の
を
い
う
。 
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三 

「
放
送
局
」
と
は
、
放
送
を
す
る
無
線
局
を
い
う
。 

三
の
二 

「
放
送
事
業
者
」
と
は
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
放
送
局
（
受
信
障
害
対
策
中
継
放
送
（
同
法
第
五
条
第
五
項
に
規
定

す
る
受
信
障
害
対
策
中
継
放
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
の
免
許
を
受
け
た
者
、
委
託
放
送
事
業
者
及
び
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

委
託
国
内
放
送
業
務
又
は
委
託
協
会
国
際
放
送
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
協
会
を
い
う
。 

三
の
三 
「
一
般
放
送
事
業
者
」
と
は
、
協
会
及
び
放
送
大
学
学
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
放
送
大
学
学
園
（
以
下
「
学
園
」
と
い

う
。
）
以
外
の
放
送
事
業
者
を
い
う
。 

三
の
四 

「
受
託
放
送
事
業
者
」
と
は
、
電
波
法
の
規
定
に
よ
り
受
託
国
内
放
送
、
受
託
協
会
国
際
放
送
又
は
受
託
内
外
放
送
（
以
下
「
受
託
放
送
」
と
総
称
す
る
。
）
を

す
る
無
線
局
の
免
許
を
受
け
た
者
を
い
う
。 

三
の
五 

「
委
託
放
送
事
業
者
」
と
は
、
委
託
放
送
業
務
（
電
波
法
の
規
定
に
よ
り
受
託
国
内
放
送
又
は
受
託
内
外
放
送
を
す
る
無
線
局
の
免
許
を
受
け
た
者
に
委
託
し
て

放
送
番
組
を
放
送
さ
せ
る
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
し
、
第
五
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
を
い
う
。 

三
の
六
～
六 

（
略
） 

  

○ 

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号)

 

(

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等) 

第
三
条 

行
政
機
関
等
は
、
申
請
等
の
う
ち
当
該
申
請
等
に
関
す
る
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
書
面
等
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
法
令
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
子
情
報
処
理
組
織(

行
政
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機(

入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

と
申
請
等

を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。)

を
使
用
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
て
規
定
し
た
申
請
等
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
規
定
す
る
書
面
等

に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
申
請
等
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
等
は
、
同
項
の
行
政
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
が
さ
れ
た
時
に
当
該
行
政
機
関
等

に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

４ 

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
機
関
等
は
、
当
該
申
請
等
に
関
す
る
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
署
名
等
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
法
令
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
も
っ
て
当
該
署
名
等
に
代
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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○ 

電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
二
号)

 

附 

則 
（
施
行
期
日
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
電
波
法
附
則
に
一
項
を

加
え
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

○ 

電
波
法
関
係
手
数
料
令(
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
七
号) 

(

無
線
局
の
免
許
申
請
手
数
料)

 

第
二
条 

法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
申
請
を
す
る
者
が
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
無
線
局
の
種
別
及
び
そ
の
基
本
送
信
機
の
規
模
に
従
い
、
次
の
表

に
よ
る
額
と
す
る
。 

 
 

（
表
略
） 

２ 

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。)

第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
免
許
の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
項

の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
表
略
） 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
十
五
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
簡
易
な
手
続
に
従
い
、
法
第
二
十
七
条
の
十
四
第
三
項
の
認
定
計
画
に
従
つ
て
開
設
す
る
法
第
二

十
七
条
の
十
二
第
一
項
の
特
定
基
地
局
の
免
許(

再
免
許
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
申
請
を
す
る
者
が
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
そ
の
基
本
送

信
機
の
規
模
に
従
い
、
次
の
表
に
よ
る
額
と
す
る
。 

五 四 三 二 一 

 

五
〇
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の 

一
〇
ワ
ッ
ト
を
超
え
五
〇
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の 

五
ワ
ッ
ト
を
超
え
一
〇
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の 

一
ワ
ッ
ト
を
超
え
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の 

一
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の 

基
本
送
信
機
の
規
模(

空
中
線
電
力
に
よ
る
。) 

一
六
、
五
〇
〇 

九
、
八
〇
〇 

五
、
四
〇
〇 

三
、
五
五
〇 

二
、
九
〇
〇 

免
許
申
請
手
数
料(

単
位
円) 
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４ 

情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
特
定
基
地
局
の
免
許
を
申
請
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
「
二
、
九
〇
〇
」
と
あ
る
の
は
「
二
、
〇
〇
〇
」
と
、「
三
、
五
五
〇
」
と
あ
る
の
は
「
二
、
四
五
〇
」
と
、「
五
、
四
〇
〇
」
と
あ

る
の
は
「
三
、
五
〇
〇
」
と
、「
九
、
八
〇
〇
」
と
あ
る
の
は
「
七
、
一
〇
〇
」
と
、
「
一
六
、
五
〇
〇
」
と
あ
る
の
は
「
一
一
、
九
〇
〇
」
と
す
る
。 

 

(

開
設
計
画
の
認
定
申
請
手
数
料) 

第
七
条 

法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
申
請
す
る
者
が
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
一
三
七
、
一
〇
〇
円(

情
報
通
信
技
術
利
用
法
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
認
定
を
申
請
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
三
六
、
八
〇
〇
円)

と
す
る
。 


